8月8日（日）・8月9日（月祝）　全日本卓球選手権（カデットの部）中部地区予選会について
会場；静岡県武道館

　昨年は、新型コロナウィルスの影響で中止になってしまった大会です。今年度は、新型コロナウィルスの感染防止対策を実施しながら行います。安心・安全に大会を実施するために、運営にご協力をお願いします。
　一年生をはじめ、大会出場が初めての選手も多いと思います。試合に関わる細かな確認事項や大会の進行手順について、必要な内容を選手に連絡および指導を各学校で事前にお願いしたいです。

《大会参加にあたって》
・「健康観察表」を基に、監督・アドバイザー・選手ともに大会前２週間における確認事項をチェックし、検温を実施してください。当日の体温を記録し、受付にて提出をして頂きます。
・チーム関係者（部員、顧問、アドバイザーなど）に新型コロナウィルス感染陽性者が出た場合、クラスターの恐れがあるため、そのチームは出場を辞退してください。
・選手が新型コロナウィルスの濃厚接触者になっている場合は、大会の出場を辞退してください。
・濃厚接触者になった者が選手以外のチーム関係者（選手以外の部員、顧問、アドバイザーなど）にいて、その者が新型コロナウィルスの症状が出ている場合、PCR検査で陽性反応が出る前でも、他の部員に感染している恐れ（クラスターの恐れ）があるため、そのチームは出場を辞退してください。
・濃厚接触者になっていなくても、同居家族や身近な人に感染が疑われる人がいる場合、自分も感染の可能性があると考え、その選手は大会への参加を辞退してください。（顧問、アドバイザーも同様）

《受付での動きや対応について》
・7時30分より大会準備校の役員と選手が台などの準備のため、中へ先に入れます。一般の選手は、開館が8時以降のため、8時前に県武道館に来ないようにお願いします。
・「無観客試合」となります。顧問・副顧問が来られない場合は、各チーム１名の引率保護者の入場は認めますが、「監督」というIDをつけて２階席に居て頂きます。また万が一、選手が体調不良や怪我など何かあった場合、チーム責任者（顧問・クラブチーム責任者）とすぐに連絡がつく状態にしておいてください。
・顧問および副顧問、複数のアドバイザーが入場できます。受付をする際に人数分のIDを発行するので、常に身に付けておくようにお願いします。
・大会参加費（600円×参加選手数分）は当日受付で支払ってください。領収書も忘れずに受け取るようにお願いします。
・「健康観察表」を当日、受付にて提出をお願いします。当日の体温の記入を忘れずに行ってください。
・大会プログラム（トーナメント表）を配布します。チーム責任者は、選手に開始式の前までに配布してください。
・当日怪我や病欠などによって選手が棄権する場合は、本部席（大会進行席）にて棄権の受付を行っているため、本部席（大会進行席）まで連絡をお願いします。
・静岡県武道館内に入るときに、外靴を入れるシューズ袋が必要です。必ず持参させてください。
・開始式は応援席に全員座った状態で、放送で行います。試合の流れや勝者報告の流れなど細かい点を大会運営役員がデモンストレーションを行って説明します。
・２階の座席は、8月8日の女子、8月9日の男子ともに地区で分けさせてもらいます。北側と南側を志太榛原地区、東側と西側を静岡地区の選手が座るようにお願いします。必ず一つずつ座席を空け、ソーシャルディスタンスを保つようにお願いします。

《新型コロナウィルス感染対策について》
・当日の朝、必ず検温し、体調不良者は会場に来ないでください。顧問が欠席する場合は、副顧問やチーム代表の引率保護者などが代理を行ってください。
・常にマスクを着用してください（マスクの色は問いません）。選手は試合中と試合前の練習時はマスクを外して構いません。試合前の待ち時間や試合後、審判の際は、必ずマスクを着用してください。
・応援席では、地区ごとに決められた席のみ使用し、ソーシャルディスタンスを保って座ってください。また応援の際も自分の座席を離れての応援はしないようにしてください。
・密を避けて多くの人との接触の機会を減らすため、会場内の移動を制限し、一方通行とします。２階席に上がる場合は、北東側の階段を使用し、フロアに降りる場合は、南西の階段（会議室Cの近くの階段）を使用してください。
・選手は試合前と試合後に各台に置いてある消毒液で手指消毒をすることをご指導ください。
・審判は得点板を持つ前と後に各台に置いてある消毒液で手指消毒をすることをご指導ください。
・選手は試合後、せっけんで手を洗うことをご指導ください。
・一斉の昼食時間を設けます。選手は間隔をとって無言で食べるようご指導ください。顧問または副顧問は観客席へ行き、選手たちの様子を見届けてください。一斉昼食の指定された時間以外でどうしても飲食を行いたい場合は、２階の西側のコンコースにあるベンチを使用してください。
・試合終了後のミーティングは、静岡県武道館の１階コンコースで行ってください。今までの大会において、近隣住民の方からミーティングを含め、前後の声の大きさについて苦情が寄せられたためです。多くの学校が同じ時間帯に行っている場合は、密を避けるためにミーティングを後日に行うなど工夫をしてください。

《試合について》
・朝の練習時間はありません。
・トーナメント表に記された試合台に沿って行います。選手自身が試合をするコートを事前に確認し、速やかな行動を取るように指導してください。選手は、大会のトーナメント表が配布されたら、自分の選手番号を確認します。また、自分が１回戦から試合を行うのか、シードで２回戦から試合を行うのかの確認も行います。さらにトーナメント表のページの（１）・（２）・（３）・（４）についても自分がどれにあたるのかも確認する。可能であれば、事前に各学校で中体連の時のトーナメント表を使って、トーナメント表の見方を１年生に指導しておいてくださるととても助かります。
・試合は男女（8/8・8/9両日）とも１４歳以下の部の１回戦→１３歳以下の部の１回戦→１４歳以下の部の２回戦→１３歳以下の部の２回戦というように進行します。男女とも１４歳以下の部の１回戦の選手で、１ローテーション目の選手は、そのまま試合台に入り、試合を行います。２ローテーション目の選手は、トーナメント表に書かれている台で最初審判に入り、その試合が終わったら、試合に入ります。３ローテーション目の選手は、トーナメント表に書かれている台の後ろで待機になります。前の試合が終わったら審判に入り、その後、自分たちの試合となります。それ以降の試合については、放送で招集を行います。密になることがないように、少人数ずつ放送で呼び、本部席（大会進行席）にて大会運営役員が細かく指示を出します。
・男子の１・２回戦および女子の１回戦は、アドバイスなしでお願いします。男子は３回戦、女子は２回戦（県一次予選会の出場権を得るベスト６４決定戦）からゲーム間アドバイスを認めます。ゲーム間アドバイスは、移動も含めて30秒以内です。必ず時間を守ってください。選手１人につき、１試合の中で１名の監督またはアドバイザーしか入ることができません。また選手がゲーム間に試合台を離れて、別の監督またはアドバイザーにアドバイスをもらいに行くことがないようにお願いします。
・朝の練習時間がありませんでしたので、１・２回戦で初めて試合を行う選手は、最初の試合でのみ最長２分間の練習を行うことを認めます。準備ができましたら、速やかに試合に入るようにしてください。
・監督・アドバイザーは、白以外の服装でベンチに入るようにしてください。
・チェンジコートはありです。
・タイムアウト制は適用しません。
・１ゲーム、ランニングタイムで11分を経過しても終了しない場合は、促進ルールを適用します。
・選手は、ゼッケンを必ず着用してください。ゼッケンの位置があまりにも低い場合は、競技中でも大会運営役員が注意を行い、正しい付け方に直すように指導します。
・ゲームシャツ（ユニフォーム）を出してのプレーは認めません。シャツが出てしまった選手は、プレーを中断して、必ず入れてください。
・試合を行う１階フロアへは、選手は必要な荷物だけを持参してください。可能な限りユニフォーム姿（試合をおこなう格好）で来てください。タオルは台の下のタオル掛けのバーに掛けないようにしてください。試合台の下に水筒・ラケットケース・タオルを置き、タオルタイムごとに台の下からタオルを出して使用します。ゲーム間となり、チェンジコートの際に自分の台の下の荷物をすべて反対側の台の下に移動します。
・ラケット交換は、ラケットを直接相手選手に渡すことはせず、見せ合う形で行ってください。万が一、ラケットの破損（表ソフトラバーやイボ高ラバーの粒が１つでも欠けていたり、外側から10mm以上の傷があったりしたラバー）があった場合、審判は該当選手とともに本部席（大会進行席）に居る審判長のところへ行き、確認をしてもらってください。基本的に使用が不可と判断された場合、スペアラケットを使用するか、規定時間以内にラバーを張り替えるという対応になります。
・試合中、選手はマスクをはずしてのプレーは認めますが、大きな声を出してのプレーは控えてください。あまりにもひどい場合は、大会運営役員が注意を行います。
・サービスはオープンハンドサービス（指の部分ではなく、手のひらにボールを乗せる）で、ボールが手から離れたところから16cm以上、ほぼ垂直にトスを上げる（弧を描かない）。また、エンドラインの後方で静止した状態からトスを上げる。トスを上げる時にボールを台の下へ下げない。さらに、ボールが落下するところで打球する（上昇点や頂点で打たない）。サポートと打球点を結ぶ三角形の範囲内に、ラケットや体の一部が入らないようにする（相手や審判にサービスを隠さない）。１年生は初めての大会出場の選手が多いです。サービスについて違反した場合は、すぐに失点とせず、審判は改善点を指摘し、その都度何回か練習を行わせてください。

《試合後の動きについて》
[bookmark: _GoBack]・２ローテーション目以降は、基本的に敗者審判で行います。試合に負けてしまった場合は、審判でその台に残るということをご指導ください。
・勝者は、本部席（大会進行席）に試合結果の報告を行います。本部席が１４歳以下の部と１３歳以下の部で分かれているので、注意してください。試合結果を記録する紙やボードはありません。
【試合結果の報告の仕方】
	「試合結果の報告をお願いします。」
「（１）の番（自分の選手番号）の▲▲中学校、　（自分の名前）が、３－０（３－１/３－２）で勝ちました。」
※相手選手の選手番号や学校名、名前の情報は一切必要ありません。
※３ローテーション目以降は、ボールケース（２個ボールを入れた物）を持って、本部席に行きます。
※本部席への移動は、絶対に他の試合の邪魔にならないように、走らずに会場の隅を通ること。
※全体の試合の進行を優先するため、選手の着替えや顧問・コーチなどへの報告やアドバイスは、本部席に勝者報告をしてから行うこと。


・本部席（大会進行席）への報告が終わったら、速やかに昇り専用階段を使用して、2階の観覧席に戻ります。また敗者審判が終了した選手も同様です。

《応援について》
・２階の観覧席にいる選手は、声を出しての応援は禁止します。拍手のみでの応援にしてください。
・応援席は、地区ごとに決められた席のみ使用し、ソーシャルディスタンスを保って座ってください。また応援の際も自分の座席を離れての応援はしないようにしてください。

《会場使用上の注意》
・各チームで貴重品の管理をお願いします。盗難などの被害に遭わないように注意をしてください。
・選手の出入り口は、大道場の四隅のみを使用してください。基本的に南西入り口から入り、北西または北東の出口から出ることになります。
・下足は、シューズ袋に入れて管理をするようにしてください。
・トイレのサンダルの履き替えや手洗い場の使い方について、次に使う人のことも考えて、きれいに使ってください。
・写真撮影をする場合は、フラッシュをたかないようにしてください。選手のプレーの妨げになってしまいますので、ご協力をお願いします。
・一斉の昼食時間を設けます。地区ごと指定された座席を使用し、お互いに間隔をとって無言で食べてください。
一斉昼食の指定された時間以外でどうしても飲食を行いたい場合は、２階の西側のコンコースにあるベンチを使用してください。
・各自が出したゴミなどは必ず持ち帰ってください。
・大会当日は、駐車制限日になります。静岡県武道館の駐車場は、大会運営役員の駐車券を持っている方しか利用ができません。引率保護者の方や監督、アドバイザーは、近隣の有料の駐車場を利用してください。
・選手の送迎の際は、一度県武道館のロータリーに入って頂き、大会運営役員（駐車場係）の指示に従って、停車して選手の乗降を行ってください。県武道館付近の道路は駐停車ができませんので、選手の乗降を絶対に行うことがないようにお願いします（渋滞となり、近隣住民の方にも迷惑がかかってしまうため）。
・すべての試合が終了して帰る場合は、必ず「監督」・「アドバイザー」のIDを本部席（大会進行席）に返却し、北西側の静岡県武道館の事務所のある出口より退館してください。

《県一次予選会に出場する（ベスト６４に入った）選手のいる学校の顧問およびチーム責任者の方へ》
・本部席（大会進行席）にて、県一次予選会の受付を行います。アナウンスにて連絡をしますので、それまで帰らないようにお願いします。
・大会要項などの必要書類を受け取り、参加申込書を作成します。選手の選手登録番号や生年月日が必要になる可能性があるので、確認できるものを準備しておいてください。
・参加料も受付の際に徴収しますので、支払いができるように準備をお願いします。
・県一次予選会では、男女ともダブルスの部門があります。ダブルスを組む１名が県一次予選会に出場権を持っていれば（ベスト６４に入っていれば）、もう１名は、学年・ベスト６４に入らなかった選手でも構いません。出場を考えている学校・チームは、事前にダブルスのペアを検討しておくとスムーズに参加申し込みができます。



以上、細かな注意点や連絡事項が多いですが、大会運営へのご協力・ご理解をよろしくお願いします。
静岡市立観山中学校　卓球　中部地区部長　田中倫瑠
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